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１ はじめに

平成18年3月公示のメンタルヘルス対策指針、平成

19年の労働者健康状況調査、さらに当センターの過去

の調査研究結果（平成8年度と9年度－県内各企業に

おけるメンタルヘルスの評価方法、平成13年度と14

年度－事業場外資源の活用実態と今後の可能性を主と

した職域・地域保健の連携のあり方、平成18年度－中

小規模事業場におけるメンタルヘルス対策の取組状況

と今後の課題）をふまえ、平成23年度は事業場におけ

るメンタルヘルス対策に関する体制整備、産業保健ス

タッフ等の活用状況とその機能の実態から、課題の原

因等の究明と考察を行い、解決策の提言を目指した。

２ 対象と方法

神奈川労働局の協力のもとで整備した県内の50人以

上規模の事業場 7,489 のリストから無作為抽出した

1,192 事業場に対して通信によるアンケート調査を実

施し、430事業場からの有効回答（有効回答率36.1％）

内容の分析を行った。

３ 調査結果

(1) 事業場における諸課題の現状

調査結果では、メンタルヘルス推進担当者を選任し

ていない事業場の割合は回答があった事業場の67.9％、

衛生委員会でメンタルヘルス対策を調査審議していな

い事業場は32.1％、「心の健康づくり計画」未策定の事

業場は75.8％に及んだ。こうした対策上の主要な取り

組みを含め、メンタルヘルス対策を推進するうえで困

難な事項については「担当の専門スタッフの不足」を

掲げる事業場が最も多く（52.0％）、次いで「取り組む

ことが困難（取り組み方がわからない）」（29.8%）、「教

育研修の実施が困難」（25.6％）という回答が目立った。

職場復帰支援プログラムを作成していない事業場は

55.8％だったが、作成済みの事業場においても「プロ

グラムは作成しているが円滑な職場復帰が現実的には

困難」と回答した61事業場からは「復職部門の上長・

同僚等の理解不足」（34.4％）との回答が多かった。

メンタルヘルス関連の問題が発生した際の対応方法

については、「産業医との連携」を挙げる事業場が最も

多く（73.3％）、「主治医との連携」が次いだ（39.3％）

が、産業医との連携の困難性を回答した事業場からは

「専門でない」（33.3％）、「対応して貰う時間がない」



（29.6％）との回答があり、主治医との連携が困難で

あると回答した事業場からは「主治医の産業の場への

認識が薄い」（44.2％）との回答が最も多かった。

(2)諸課題の原因究明と考察

事業場・企業の規模やメンタルヘルス問題への経験

の有無が諸課題の原因と認め得る関連性は希薄だった

が、産業保健スタッフ等の事業場内体制の整備状況は

事業場での諸課題・解決のうえでのプラス面での関連

性が認められた。

特に、心の健康づくり計画の策定、職場復帰支援プ

ログラムの作成、メンタルヘルス問題発生時の産業医

や主治医等との連携では、メンタルヘルス対策推進者

を選任済みの事業場において取り組み状況や連携の

円滑さが良好であったことに加え、保健師・看護師が

メンタルヘルス対策推進者に選任されている事業場

ではさらに、この傾向が顕著であることが確認できた。
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４ まとめと提言

メンタルヘルス対策の促進や発生した問題への対

応にあたっては、推進担当者の選任、産業医、保健師・

看護師等の産業保健スタッフの配置など事業場内の

体制整備状況が、事業場の対応の円滑さや積極度に関

連している実態が認められたことから

① 実務担当を明確化する為にもメンタルヘルス推

進担当者の選任が必要であること

② 産業医・主治医との連携の円滑化の為の専門家と

して保健師・看護師等のスタッフからメンタルヘ

ルス推進担当者を選任することが望ましいこと

③ 実務担当の人材育成を図る為に各種講習会への

人材派遣やゲートキーパー養成事業の活用を図る

必要があること

④ 主治医との連携促進の一環として精神科への紹

介システムの活用が有効であること

⑤ 円滑な職場復帰に向けてリワーク・プログラムを

運用している施設の活用と、これらの施設と産業

医、主治医のより積極的なネットワーク構築が望

まれること

以上を今回の調査結果のまとめとして提言した。


